
Ⅲ.調査結果（経年比較）



(%)

(ｎ)

TOP2 BOTT

OM2

今年度

(2023年度)
(3000) 61.8 15.9

昨年度

(2022年度)
(3000) 65.7 14.0

親しみを感じる

28.5

32.9

どちらかというと

親しみを感じる

33.3

32.9

どちらとも言えない

22.3

20.3

どちらかというと

親しみを感じない

4.6

4.3

親しみを感じない

11.2

9.7

台湾

(%)

(ｎ)

TOP2 BOTT

OM2

今年度

(2023年度)
(3000) 54.0 16.7

昨年度

(2022年度)
(3000) 58.7 14.5

親しみを感じる

21.0

24.7

どちらかというと

親しみを感じる

33.0

34.0

どちらとも言えない

29.2

26.9

どちらかというと

親しみを感じない

5.5

5.6

親しみを感じない

11.3

8.8

    

(%)

(ｎ)

TOP2 BOTT

OM2

今年度

(2023年度)
(3000) 25.6 47.3

昨年度

(2022年度)
(3000) 21.4 56.4

親しみを感じる

8.0

6.7

どちらかというと

親しみを感じる

17.6

14.7

どちらとも言えない

27.1

22.2

どちらかというと

親しみを感じない

15.8

17.6

親しみを感じない

31.5

38.8

韓国

(%)

(ｎ)

TOP2 BOTT

OM2

今年度

(2023年度)
(3000) 8.3 71.0

昨年度

(2022年度)
(3000) 7.3 73.7

親しみを感じる

3.0

2.4

どちらかというと

親しみを感じる

5.3

4.9

どちらとも言えない

20.7

19.0

どちらかというと

親しみを感じない

19.8

19.5

親しみを感じない

51.3

54.2

中国
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Q1.以下の国／地域に対する親近感について、それぞれ教えてください。【SA】

2023年度と2022年度の調査結果比較
・ TOP2（親しみを感じる+どちらかというと親しみを感じる）の割合について、中国（7.3％⇒8.3％）、韓国（21.4％⇒25.6％）は増加している。一
方で、アメリカ（58.7％⇒54.0％）、台湾（65.7％⇒61.8％）へ減少している。

・ BOTTOM2（親しみを感じない+どちらかというと親しみを感じない）の割合について、中国（73.7％⇒71.0％）、韓国（56.4％⇒47.3％）は減少
している。一方で、アメリカ（14.5％⇒16.7％）、台湾（14.0％⇒15.9％）へ増加している。

＜経年比較＞親近感



(%)

(ｎ)

TOP2 BOTT

OM2

今年度

(2023年度)
(3000) 57.5 18.7

昨年度

(2022年度)
(3000) 57.1 17.1

とても関心がある

20.6

21.3

どちらかというと

関心がある

36.9

35.9

どちらとも言えない

23.7

25.8

どちらかというと

関心がない

8.6

8.1

全く関心がない

10.2

9.0

台湾

(%)

(ｎ)

TOP2 BOTT

OM2

今年度

(2023年度)
(3000) 63.3 14.7

昨年度

(2022年度)
(3000) 63.1 13.1

とても関心がある

24.8

26.0

どちらかというと

関心がある

38.5

37.2

どちらとも言えない

22.0

23.7

どちらかというと

関心がない

6.7

6.1

全く関心がない

8.0

7.0

    

(%)

(ｎ)

TOP2 BOTT

OM2

今年度

(2023年度)
(3000) 39.0 36.3

昨年度

(2022年度)
(3000) 32.7 43.4

とても関心がある

12.2

11.0

どちらかというと

関心がある

26.8

21.7

どちらとも言えない

24.6

23.8

どちらかというと

関心がない

14.8

17.3

全く関心がない

21.5

26.1

韓国

(%)

(ｎ)

TOP2 BOTT

OM2

今年度

(2023年度)
(3000) 29.1 48.2

昨年度

(2022年度)
(3000) 28.5 48.7

とても関心がある

9.8

10.1

どちらかというと

関心がある

19.3

18.4

どちらとも言えない

22.7

22.8

どちらかというと

関心がない

18.0

18.7

全く関心がない

30.3

30.0

中国
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Q2.以下の国／地域に対する関心について、それぞれ教えてください。 【SA】

＜経年比較＞関心度

2023年度と2022年度の調査結果比較
・ TOP2（とても関心がある+どちらかというと関心がある）の割合について、中国（28.5％⇒29.1％）、韓国（32.7％⇒39.0％）、アメリカ（63.1％
⇒63.3％）、台湾（57.1％⇒57.5％）は増加している。 

・ BOTTOM2（全く関心がない+どちらかというと関心がない）の割合について、中国（48.7％⇒48.2％）、韓国（43.4％⇒36.3％）は減少している。
一方で、アメリカ（13.1％⇒14.7％）、台湾（17.1％⇒18.7％）へ増加している。



(%)

(ｎ)

TOP2 BOTT

OM2

今年度

(2023年度)
(3000) 53.3 25.0

昨年度

(2022年度)
(3000) 53.4 19.0

信頼している

11.4

10.6

どちらかというと

信頼している

41.9

42.8

あまり

信頼していない

20.1

14.0

全く

信頼していない

4.9

5.0

わからない

21.7

27.6

台湾

(%)

(ｎ)

TOP2 BOTT

OM2

今年度

(2023年度)
(3000) 53.4 28.4

昨年度

(2022年度)
(3000) 56.4 21.8

信頼している

10.1

10.1

どちらかというと

信頼している

43.4

46.3

あまり

信頼していない

23.3

16.5

全く

信頼していない

5.1

5.3

わからない

18.1

21.8

    

(%)

(ｎ)

TOP2 BOTT

OM2

今年度

(2023年度)
(3000) 19.1 62.9

昨年度

(2022年度)
(3000) 12.4 65.2

信頼している

2.7

1.1

どちらかというと

信頼している

16.4

11.3

あまり

信頼していない

39.7

33.7

全く

信頼していない

23.2

31.4

わからない

18.0

22.4

韓国

(%)

(ｎ)

TOP2 BOTT

OM2

今年度

(2023年度)
(3000) 7.3 76.4

昨年度

(2022年度)
(3000) 3.7 76.1

信頼している

2.0

0.7

どちらかというと

信頼している

5.3

3.0

あまり

信頼していない

28.2

22.5

全く

信頼していない

48.2

53.6

わからない

16.3

20.2

中国
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Q4.以下の国／地域のメディアによる日本に対する報道を、あなたはどの程度信頼していますか。 【SA】

＜経年比較＞報道の信頼度

2023年度と2022年度の調査結果比較
・ TOP2（信頼している+どちらかというと信頼している）の割合について、中国（3.7％⇒7.3％）、韓国（12.4％⇒19.1％）は増加している。一方で、
アメリカ（56.4％⇒53.4％）、台湾（53.4％⇒53.3％）へ減少している。

・ BOTTOM2（全く信頼していない+あまり信頼していない）の割合について、韓国（65.2％⇒62.9％）は減少している。一方で、中国（76.1％
⇒76.4％）、アメリカ（21.8％⇒28.4％） 、台湾（19.0％⇒25.0％）へ増加している。



(%)

(ｎ)

中国は日本を越

える経済力を持っ

ているため

中国は日本と異

なる価値観や主

張を持っているた

め

中国は日本と異

なる文化を持って

いるため

中国は日本にとっ

て安全保障上の

脅威であるため

日本と中国はお

互いに厳しい外

交政策をとってい

るため

日本と中国の間

で様々なレベルの

対話が途絶えて

いるため

その他 特に理由はない

今年度

(2023年度)
(2107) 8.4 62.8 22.7 58.8 27.9 28.4 2.5 6.3

昨年度

(2022年度)
(2255) 7.4 68.1 18.0 62.2 26.8 29.5 1.9 5.2

(%)

(ｎ)

TOP2 BOTT

OM2

今年度

(2023年度)
(3000) 3.4 70.2

昨年度

(2022年度)
(3000) 1.7 75.2

良好だと思う

0.7

0.3

どちらかといえば

良好だと思う

2.7

1.4

一概に

いえない

18.9

15.1

あまり良好だ

と思わない

27.7

26.4

良好だと

思わない

42.6

48.8

わからない

7.0

7.4

その他

0.5

0.6

51

・日中関係（Q5）

＜経年比較＞日中関係

・良好だと思わない
理由（Q6）

「あまり良好だと思わない」～「良好だと思わない」理由

2023年度と2022年度の調査結果比較
・ 日中関係について、TOP2（良好だと思う+どちらかといえば良好だと思う）の割合は1.7％から3.4％へ増加し 、BOTTOM2（良好だと思わない+あまり
良好だと思わない）の割合は75.2％から70.2％へ減少している。

・ 良好だと思わない理由では、「中国は日本と異なる文化を持っているため(18.0%⇒22.7％)」の割合は増加しているが、「中国は日本と異なる価値観や
主張を持っているため(68.1%⇒62.8％)」「中国は日本にとって安全保障上の脅威であるため(62.2％⇒58.8％)」の割合は減少している。



(%)

(ｎ)

国家首脳の定期

的相互訪問

日中両国間の政

治・安全保障関

係の強化

文化・芸術をはじ

めとする様々な分

野の交流の促進

日本と中国の経

済関係の強化

諸外国における

紛争や災害発生

等の相互協力の

促進

気候変動対策や

感染症対策など

地球規模の問題

に対する相互協

力の促進

お互いの歴史認

識における和解の

実現

その他 わからない

今年度

(2023年度)
(3000) 26.3 33.1 28.9 28.7 14.1 19.6 26.2 2.1 26.8

昨年度

(2022年度)
(3000) 20.7 33.3 21.8 24.0 14.3 15.2 32.5 4.9 26.1
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Q10.日本と中国の関係を進展させるために有効な取り組みについて、次の選択肢のなかからあなたの考えに近い回答を３つまで教えてください。（複数選択可） 【MA】

＜経年比較＞日中関係進展のための有効な取り組み

2023年度と2022年度の調査結果比較
・ 日中関係進展のための有効な取り組みについて、「国家首脳の定期的相互訪問(20.7%⇒26.3％) 」「文化・芸術をはじめとする様々な分野の交流の
促進(21.8%⇒28.9％)」「日本と中国の経済関係の強化(24.0%⇒28.7％) 」 「気候変動対策や感染症対策など地球規模の問題に対する相互協
力の促進(15.2%⇒19.6％) 」の割合は増加している。「お互いの歴史認識における和解の実現(32.5%⇒26.2％)」の割合は減少している。



(%)

(ｎ)

政府

計

どちらも 民間

計

今年度

(2023年度)
(3000) 45.9 34.8 16.4

昨年度

(2022年度)
(3000) 46.4 34.5 15.3

民間計政府計 どちらも

政府間の取り組みが重

要な役割を担うべき

25.3

27.0

どちらかというと政府間の

取り組みが重要な役割を

担うべき

20.6

19.4

政府と民間の取り組み

はどちらも重要な役割を

担うべき

34.8

34.5

どちらかというと民間の取

り組みが重要な役割を

担うべき

7.5

7.7

民間の取り組みが重要

な役割を担うべき

8.9

7.5

その他

2.9

3.8

(%)

(ｎ)

戦後の日本と

中国の関係回

復は民間交流

が政府間交渉

の機運を醸成

してきた実績が

あるため

政府間の交渉

では妥協が難

しい問題におい

ても、民間の交

渉は合意を得

られやすいから

政府間の交渉

や対話は形式

的になるため誤

解を招く可能

性もあるが、民

間交流では時

間をかけて本

音を伝えるため

信頼関係を築

くことができるか

ら

政府間では着

手が難しく棚

上げになる問

題においても民

間の交流では

自由な発想の

もとに実施でき

る可能性があ

るから

政府間の取り

組みはきめ細

やかな対応が

難しく、民間の

取り組みは当

事者の要望を

よく反映できる

から

政府間の取り

組みに参加で

きる人は限られ

ているが、民間

の取り組みは

誰でも参加で

きるため社会に

浸透しやすいた

め

その他 わからない

今年度

(2023年度)
(493) 10.1 19.1 20.3 21.3 17.6 23.9 0.8 40.8

昨年度

(2022年度)
(458) 7.4 18.8 19.4 23.8 16.8 28.4 1.7 33.6

(%)

(ｎ)

政府間の取り

組みは民間の

取り組みよりも

予算が大きく、

社会的インパク

トも期待できる

から

民間の活動は

両国の様々な

法律や規制に

縛られるため、

政府間の取り

組みの方が有

効に働くから

政府間の取り

組みは民間も

参入できる新

たな枠組みを

作ることができ

るため

政府間の取り

組みは両国民

の安全に十分

配慮するため

様々なリスクが

回避できるから

政府間の取り

組みはハイレベ

ルな対話を通

じてお互いの情

勢や方針を認

識することがで

き、的確な対

応を選択できる

ため

政府間の取り

組みは両国の

方針に沿ったも

のになるため、

長期にわたり

大規模なプロ

ジェクトを実施

できるから

その他 わからない

今年度

(2023年度)
(1376) 32.2 36.2 24.6 29.9 26.5 14.1 1.1 19.9

昨年度

(2022年度)
(1393) 32.9 37.9 24.6 30.6 28.1 13.5 1.8 15.7
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Q11.日本と中国の間においては政府間のハイレベル対話から民間の草の根の活動まで様々な活動が行われています。今後の日中関係をより健全なものに発展させていくために、あなたは政府と民間の取
り組みではどちらがより重要な役割を担うべきだと考えますか。 【SA】

＜経年比較＞日中関係の取り組み主体

2023年度と2022年度の調査結果比較
・ 日中関係の取組主体について、政府計（政府間の取り組みが重要な役割を担うべき＋どちらかというと政府間の取り組みが重要な役割を担うべき）の割
合は46.4%から45.9％へ減少し、民間計（民間の取り組みが重要な役割を担うべき+どちらかというと民間の取り組みが重要な役割を担うべき）の割合
は15.3％から16.4％へ増加している。

・ 上記の理由については、大きな差はみられなかった。

Q12.
「政府間の取り組みが重要な役割を担うべき」
～「どちらかというと政府間の取り組みが重要な役割を担うべき」理由

Q13.
「どちらかというと民間の取り組みが重要な役割を担うべき」
～「民間の取り組みが重要な役割を担うべき」理由

政府計 民間計



(%)

(ｎ)

友好・親睦を目

的とした交流

様々な分野の専

門家間の交流

交換留学など教

育分野における

交流

訪日旅行・訪中

旅行の促進

文化・芸術分野

の交流
スポーツ交流

環境問題に関す

る交流
その他 わからない

今年度

(2023年度)
(930) 47.3 35.9 22.8 22.8 34.2 15.6 30.4 1.6 9.8

昨年度

(2022年度)
(1119) 45.9 33.5 17.1 19.6 27.6 11.4 27.3 2.7 15.6

(%)

(ｎ)

TOP2 BOTT

OM2

今年度

(2023年度)
(3000) 9.4 31.0

昨年度

(2022年度)
(3000) 7.4 37.3

十分に行われている

1.0

0.8

どちらかと言えば

十分に行われている

8.4

6.6

どちらとも言い難い

36.5

31.0

どちらかと言えば十分

に行われていない

18.7

20.3

十分に

行われていない

12.3

17.0

その他

0.6

1.2

わからない

22.5

23.1
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・日中間の民間交流
（Q14）

2023年度と2022年度の調査結果比較
・ 日中間の民間交流については、TOP２（十分に行われている+どちらかと言えば十分に行われている）の割合は7.4％から9.4％へ上昇し、BOTTOM2（十
分に行われていない+どちらかと言えば十分に行われていない）の割合は37.3％から31.0％へ減少している。

・ 促進すべき日中間の民間交流分野については、「交換留学など教育分野における交流(17.1%⇒22.8%)」「文化・芸術分野の交流(27.6%⇒34.2%)」
「スポーツ交流(11.4%⇒15.6%)」の割合が上昇している。

＜経年比較＞日中間の民間交流

・促進すべき日中間の民
間交流分野（Q15）

促進すべき日中間の民間交流分野
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